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定

岡
敏

行
市

議
 
 
こ

れ
ま

で
の

「
歯

止
め

」
を

な
く

し
、
政

府
が

「
存

立
危

機
事

態
」
だ

と
判

断
す

れ

ば
、
戦

闘
区

域
に

自
衛

隊
を

派
遣

し
、
武

器
使

用
を

認
め

る
・
・
「
戦

争
法

案
」
に

他
な

ら
ず

、
自

衛
隊

員
や

若
者

た
ち

を
、
殺

し
殺

さ
れ

る
戦

場
に

送
る

こ
と

に
な

る
。 

 
 
「
紛

争
を

解
決

す
る

手
段

と
し

て
は

、
武

力
を

永
久

に
放

棄
す

る
」

と
い

う
憲

法
９

条
に

明
確

に
違

反

す
る

で
は

な
い

か
。
 

中
村

勝
治

市
長

 
 
国

の
存

立

と
国

民
の

安
全

と
い

う
国

の
根

幹

に
か

か
る

法
案

で
、
国

会
で

議
論

し

て
決

め
ら

れ
る

べ
き

こ
と

。
 

私
の

所
見

は
差

し
控

え
た

い
。
 

定
岡

敏
行

市
議

 
 
自

民
党

が

推
薦

し
た

憲
法

学
者

ま
で

「
憲

法

違
反

」
と

言
っ
た

が
、
学

者
ば

か
り

で
は

な
い

。
内

閣
の

法
解

釈
に

責

任
を

に
な

う
歴

代
の

法
制

局
長

官

も
４

人
が

反
対

し
、
国

民
の

７
割

、

８
割

が
「
政

府
の

説
明

は
不

十

分
」
と

い
う

事
態

だ
。
 

 
 
こ

こ
ま

で
違

憲
性

を
問

わ
れ

る

法
律

が
、
一

内
閣

に
よ

っ
て

強
行

さ

れ
れ

ば
、
そ

れ
こ

そ
国

の
成

り
立

ち

の
根

幹
を

崩
す

も
の

だ
。
 

中
村

勝
治

市
長

 
 
国

民
の

理

解
は

高
ま

っ
て

い
な

い
。
議

論
を

尽

く
し

て
欲

し
い

。
 

定
岡

敏
行

市
議

 
 
戦

場
に

先

方
も

後
方

も
な

い
。
中

谷
防

衛
大

臣
は

国
会

で
、
「
遺

体
搬

送
の

準

備
も

し
て

い
る

」
と

答
弁

し
て

い
る

。

そ
ん

な
と

こ
ろ

に
、
自

衛
隊

員
を

送

り
込

ん
で

は
な

ら
な

い
。
 

少
な

く
と

も
今

国
会

で
の

強
行

は
す

る
な

と
声

を
あ

げ
て

欲
し

い
。
 

中
村

勝
治

市
長

 
 
国

会
の

場

で
大

い
に

議
論

し
て

、
国

民
に

伝
わ

る
よ

う
に

し
て

欲
し

い
。
 

 

 ６月議会は、『安保関連法案の慎重審議を求める決議』を賛成多

数で決議しました。決議は、政府へ送付されます。 

 
海
外
派
兵
へ
の
懸
念 

  決議は、安保法案が「米国な
ど同盟国がおこなう海外での戦

闘現場への自衛隊の派遣を可能
にするのではないか」という国民

の懸念をのべ、 

 
立
憲
主
義
を
破
壊
す
る

   「こうした重大な法案が、多く
の国民の反対のなか、憲法の専

門家の意見さえ無視して強行さ
れれば、我が国の国是＝立憲主

義を破壊するもの」だと厳しく
指摘し、「拙速な採決をおこなわ

ないよう強く求め」ています。 
   

  境港市議会は昨年７月の「閣
議決定」に対しても、「時の内閣

の解釈によって憲法解釈を変え
るのは、到底許されない」と決議

しています。   
    ****    ****    ****    ****    ****    ****    ****    ****    ****        

  田口市議（公明党）や佐名木
市議（港みらい）など５市議が提

 
 
安

田
共

子
市

議
 
 
安

倍
首

相

は
「
戦

後
七

十
年

談
話

」
に

つ
い

て
、
「
植

民
地

支
配

と
侵

略
」
『
痛

切
な

反
省

と
お

わ
び

』
と

い
っ
た

村

山
談

話
の

核
心

部
分

に
否

定
的

な
態

度
だ

。
 

 
 
中

村
勝

治
市

長
 
 
有

識
者

懇

談
会

で
検

討
を

さ
れ

て
い

る
。
私

の

所
見

は
差

し
控

え
た

い
。
 

 
 
安

田
共

子
市

議
 
 
市

長
も

か
っ

て
、
Ｄ

Ｂ
Ｓ

フ
ェ
リ

ー
を

と
り

ま
く

厳

し
い

環
境

の
一

つ
に

、
「
我

が
国

と

環
日

本
海

諸
国

と
の

外
交

問
題

」

を
あ

げ
ら

れ
た

が
、
安

倍
政

権
に

な
っ
て

靖
国

参
拝

や
軍

事
強

化
が

目
立

ち
、
こ

う
し

た
出

来
事

が
Ｄ

Ｂ

Ｓ
や

ア
シ

ア
ナ

航
空

に
影

響
を

与

え
て

い
る

。
「
村

山
談

話
」
の

核
心

を
い

わ
な

い
首

相
談

話
で

は
、
み

た

び
海

外
か

ら
の

批
判

を
浴

び
、
自

治
体

外
交

や
交

流
に

水
を

差
す

こ

と
に

な
る

。
 

 
 
市

長
と

し
て

、
「
村

山
談

話
」
を

本
質

的
に

継
承

す
る

よ
う

求
め

て

ほ
し

い
。
 

 
 
中

村
勝

治
市

長
 
 
問

題
は

あ

る
が

、
空

と
海

の
太

い
道

を
さ

ら
に

し
っ
か

り
し

た
も

の
に

し
て

い
か

な

け
れ

ば
い
け

な
い

。
立

派
な

談
話

が
発
表

さ
れ

る
と
思

っ
て

い
る

。
 

 
 
安

田
共

子
市

議
 
 
山
陰
最

大

の
戦
災

と
な

っ
た
旧
陸

軍
徴

用
船

「
玉
栄
丸

」
の
爆
発

事
故

。
渡
町

な

ど
で

あ
っ

た
空
襲

の
記
録

な
ど

を

は
じ

め
、
市
史
編

さ
ん
室

に
所
蔵

さ
れ

て
い

る
市

の
歴
史

に
関

す
る

貴
重

な
資
料

や
情
報

も
合

わ
せ

て
、
常
設
展
示

し
て

は
ど

う
か

。
 

 
 
佐

々
木

邦
広

教
育

長
 
 
文

化

財
や

歴
史

的
遺
物

も
含

め
、
ネ
ッ

ト
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム

の
よ

う
な
形

で
、

子
ど

も
た

ち
の

学
習

や
市

民
が
活

用
で

き
る

よ
う

に
し

た
い

。
 

 
浜

田
福

祉
保

健
部

長
 
 
風

化
さ

せ
る

こ
と

が
な

い
よ

う
に

、
玉
栄
丸

の
献
花
式

の
広
報
充
実

も
検

討
し

た
い

。
 

 出した、「慎重かつ誠実な審議を
求める決議案」としながらも、

「切れ目のない安保法制は必要」
といった内容の決議案は、反対多

数で否決されました。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 
 

 

 

 

 

 

 

 

渡渡渡渡公民館公民館公民館公民館        7777 月月月月 13131313 日日日日（（（（月月月月））））午後午後午後午後    2222 時時時時～～～～    

外江公民館外江公民館外江公民館外江公民館        7777 月月月月 14141414 日日日日（（（（火火火火））））午後午後午後午後    7777 時時時時～～～～    

境公民館境公民館境公民館境公民館        7777 月月月月 15151515 日日日日（（（（水水水水））））午前午前午前午前 10101010 時時時時～～～～    

上道公民館上道公民館上道公民館上道公民館        7777 月月月月 15151515 日日日日（（（（水水水水））））午後午後午後午後    1111 時時時時 30303030 分分分分～～～～    

新屋町会館新屋町会館新屋町会館新屋町会館        7777 月月月月 16161616 日日日日（（（（木木木木））））午後午後午後午後    2222 時時時時～～～～    

どの会場にも 安田、定岡両市議が参加します 

 
 
定

岡
敏

行
市

議
 
 
人
口
減

少
、
高
齢

化
が
進

行
し

、
マ
ン

シ
ョ

ン
や
借
家

な
ど

民
間

の
住
宅
ス
ト

ッ
ク

も
余
剰
気
味

、
持

ち
家

の
空

き
家

も
増

え
て

い
る

。
 

 
 
子
育

て
世

代
へ
の

民
間
家
賃
助

成
や
住
宅

リ
フ
ォ

ー
ム
助

成
を
創

設
す

れ
ば

、
こ

う
し

た
賃
貸
住
宅

の
需
要
喚
起

や
空

き
家

対
策

に
な

り
、
子
育

て
支
援

、
定
住
促
進

に
も

つ
な

が
る

。
 

 
 
中

村
勝

治
市

長
 
 
公
営
住
宅

と
し

て
借

り
上

げ
る

に
は

、
建
物

所
有

者
の

理
解

な
ど

の
課

題
も

あ

る
が

、
建
設

が
続

く
民
間
住
宅

に

は
あ

る
程

度
の

空
き

部
屋
数

が
あ

 
３
人
目
保
育
料
 

 
９
月
か
ら
無
料
に
 

     関連予算が成立し、９月
から３人目からの幼稚園、保

育所の保育料が無料となり
ました。所得制限はありませ

ん。   長くお母さんたちが要望
していたことで、昨年の市議

選で私たちは重点公約に掲
げ、昨年３月議会で安田と

も子議員が、その実現を求め
て質問。中村市長が「前向き

に考えたい」と答弁していた
ものです。   

水
族
館
に
つ
い
て
 

 
ご
意
見
を
 

     境港に水族館の可能性を
探るための調査費３００万円

が認められました。 
  竹内岸壁に予定されてい

る貨客船ターミナル建設に
あわせて構想されていること

ですが、「体験型の水族館が
いいな」、「やっていけるかや」

など意見はいろいろです。 
 みなさんのご意見をお聞か

せください。 

 
 
安

田
共

子
市

議
 
 
子
ど

も
の

貧
困

、
高
校
進

学
率

の
経
済
格

差

な
ど

が
進

ん
で

い
る

。
県

内
で

も
４

市
町

が
生
活
困
窮
世
帯

の
児
童

生
徒
へ
学
習

支
援

を
実
施

し
て

い

る
。
境
港

市
で
実
施

の
考

え
は
？

 

 
 
社

会
福
祉

法
人

・
こ

う
ほ

う
え

ん
が
実
施

し
て

い
る

学
習

支
援

事

業
と

の
連
携

は
？

 

 
 
中

村
勝

治
市

長
 
 
子
ど

も
の

将
来

が
、
経
済

的
な

環
境

に
よ

っ
て

左
右

さ
れ

て
は

な
ら

な
い

。
学
習

環
境

の
充
実

を
図

る
こ

と
は

大

切
。
学
習

支
援

事
業

は
平

成
２

８

年
度
実
施

に
む
け

て
、
教
育
委

員

会
と

検
討

し
た

い
。
 

 
 
こ

う
ほ

う
え

ん
と

の
連
携

に
つ

い

て
も

検
討

し
た

い
。
 

 
 
佐

々
木

邦
広

教
育

長
 
 
必
要

だ
が

、
低

所
得
世
帯

な
ど

だ
け

に

絞
る

こ
と

な
く

、
高
校

や
地

域
の

力

を
借

り
、
福
祉

部
局

と
協

力
し

な

が
ら

、
土
曜

日
に
多
様

な
学

び
の

場
を
提
供

し
た

い
。
 

 
 
こ

う
ほ

う
え

ん
に

は
大
変
感
謝

し
て

い
る

。
す

べ
て

の
中

学
校

を
対

象
に

で
き

る
よ

う
相

談
し

て
い

る
。
 

 
 
安

田
共

子
市

議
 
 
ど

う
い

っ
た

課
題

が
あ

る
か
？

 

 
 
中

村
勝

治
市

長
 
 
小

学
校
低

学
年

く
ら

い
か

ら
支
援

し
た

ほ
う

が
、
よ

り
効
果

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
と
思

う
。
よ

く
協

議
す

る
。
 

 
 
佐

々
木

邦
広

教
育

長
 
 
生
活

困
窮
世
帯

の
他

、
家
庭

で
学
習

で

き
る
状
況

に
な

い
子
ど

も
た

ち
に

も

光
を

あ
て

て
、
学
習

の
場

を
準

備
し

た
い

。
 

 
 
安

田
共

子
市

議
 
 
市

、
学
校

と

こ
う

ほ
う

え
ん

が
情
報

を
共

有

し
、
学
習
状
況

に
つ

い
て
福
祉

の
担

当
者

も
把
握

し
、
学
習

支
援

の
意

義
を

説
明

し
、
利

用
を
促
せ

ば
信

頼
関
係

も
強

く
な

る
。
 

一
中

、
三

中
の

い
ま

の
中

学
３

年
生

に
も

、
今

年
度

か
ら

で
き

る
こ

と
は

な
い

か
？

 

 
 
佐

々
木

邦
広

教
育

長
 
 
夏
休

み
の

境
高
校

で
の
補
助
授
業

も
実

施
、
こ

う
ほ

う
え

ん
 

の
事
業

の
利

用
も

 

で
き

る
よ

う
に

 

協
議

し
た

い
。
 

 

 
 
定

岡
敏

行
市

議
 
 
自
転
車

の

危
険
運
転

の
取

り
締

ま
り

が
強

化

さ
れ

た
。
 
自
転
車

に
よ

る
歩

行
者

死
亡

事
故

も
あ

り
、
そ

こ
は
避
け

ら
れ

な
い

が
、
前
提

と
な

る
の

は
安

全
な

環
境
整

備
だ

。
あ

る
べ

き
標

識
が

な
か

っ
た

り
、
狭

い
車
道

で
車

を
避
け

よ
う

と
す

る
と

段
差

に
ハ

ン
ド
ル

を
と

ら
れ

る
危

な
い
状
況

も

あ
る

。
 

 
 
標

識
や

自
転
車
レ

ー
ン

の
整

備
、
自
転
車

に
着

目
し

た
危
険
ケ

所
の
改
修

な
ど

は
ど

う
か

。
 

 
 
中

村
勝

治
市

長
 
 
歩
道

、
車

道
に
限

ら
ず

、
危
険
ケ

所
の
迅
速

な
改
修

に
と

り
く

ん
で

い
る

が
、
ま

だ
ま

だ
あ

る
。
現
状

を
よ

く
把
握

し
、
市

民
が

安
心

、
安

全
に
利

用
で

き
る
道
路
網

の
整

備
に
努

め
た

い
。
 

 
 
自
転
車

の
交
通

対
策

の
必
要

は
感
じ

る
。
対
策

を
警
察

や
公

安

委
員

会
と

も
連
携

し
検

討
し

て
い

き
た

い
。  

 
 
定

岡
敏

行
市

議
 
 
学
校

で
は

自
転
車
講
習

を
や

っ
て

い
る

が
、
大

人
の
講
習

も
必
要

だ
。
 

 
 
中

村
勝

治
市

長
 
 
関
係

機
関

と
相

談
し

て
進

め
て

い
き

た
い

。
 

 み
た

い
。
 

 
 
子
育

て
世

代
へ
の
家
賃
補
助

や

住
宅

リ
フ
ォ

ー
ム

制
度

も
空

き
家

対

策
と

し
て
合

わ
せ

て
研
究

 

し
て

み
た

い
。
 

 

る
と
考

え
ら

れ
る

の
で
研
究

し
て


